
1 
 

学校法人 医学アカデミー 薬学ゼミナール 学生寮規則 
 
（趣旨） 
第1条 この規則は、学校法人医学アカデミー 薬学ゼミナール学生寮（以下「学生寮」と

いう）の管理及び運営、その他必要な事項について定めるものとする。 
 
（学生寮の目的） 
第2条 学生寮は、学校法人 医学アカデミー 薬学ゼミナール（以下「本学」という）の学

生に生活と勉学の場を提供し、もって修学上の便宜を図ることを目的とする。 
 
（管理運営責任者及び管理者） 
第3条 学生寮の管理及び運営に関する管理責任者は学長とし、管理者を川越教室 教室長

とする。 
 
（名称、位置及び収容定員） 
第4条 学生寮の名称、位置及び収容定員は、次の表のとおりとする。 

名称 
（位置） 

薬学ゼミナール 学生寮 Bay Laurel 
川越市中台元町 1-10-11 

収容定員 
60 名 

男子 26 名 

女子 34 名 

 
（入寮資格） 
第5条 入寮資格は次項のとおりとする。 

１．学生寮に入寮することができる者は、本学 川越教室に在籍する既卒の学生とする。 
２．健康で規律ある生活ができる者。基礎疾患や持病があり、保健衛生上、学生寮での

生活に不適切と認められたときは入寮資格がないものとする。 
 
（入寮時期） 
第6条 入寮の時期は原則として 4 月下旬～5 月上旬とし、管理者が別途定めた日とする。 

ただし、収容定員に欠員が生じ管理責任者が認めた場合はこの限りではない。 
 
（入寮の選考） 
第7条 入寮の選考については、次項のとおりとする。 

１. 入寮を希望する者は、本規則を理解した上で入寮願に本学が指定する書類を添え
て所定の期間内に本学に願い出るものとする。 

２. 管理者は前項に規定する希望者の中から本学で選考し、入寮を許可する。 
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（入寮各種手続き等） 
第 8条 入寮各種手続きについては次の号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

１．入寮を許可された者は、指定された期日までに誓約書等の書類を本学に提出し、
入寮しなければならない。 

２．入寮を許可された者が手続きを怠り若しくは指定された期日までに入寮しないと
き、又は入寮選考の過程において虚偽の申立てをしたことが判明したときは、管理
責任者はその者の入寮許可を取り消すことができる。 

３．入寮 2 週間前からの検温、行動記録を「健康観察記録表」に記録し、入寮時に提
出するものとする。提出がない場合、入寮許可を取り消すことができる。 

４．外泊、帰省する際は、「外泊・帰省届」を提出すること。 
 

（居室の部屋割） 
第9条 管理者は、各居室の入居者を定める。 
 
（エリア分け） 
第10条 学生寮内でのエリアは次項のとおり定められる。 

１．学生寮の 1 階を食堂、1階及び 2階の居室及び 2階の自習室を男子寮、3階及び 4
階の居室・自習室を女子寮とする。 

２．入寮者は異性のエリアに立ち入ってはならない。 
３．許可なく管理人室、機械室、屋上等住居スペース以外のエリアは立ち入り禁止とす

る。 
４．全各項において、緊急時や災害時、管理者が認めた場合にはこの限りではない。 

 
（入寮期間） 
第11条 入寮期間は、次項に定める期間とする。 
  １．1 年コース 入寮から最長、当該年度の国家試験終了後最初の土曜までとする。 
  ２．途中入寮した際は、入寮時から最長、当該年度の国家試験終了後最初の土曜まで

とする。 
 
（再入寮） 
第12条 再入寮については次項に掲げるとおりとする。 

１． 翌年度以降、再入寮を希望する者は、新年度申込時期に新規入寮者として手続きを
行うこととする。 

２． 年度途中の退寮後による、再入寮は認めない。 
 
（規則の遵守） 
第13条 入寮者は、本規則を遵守しなければならない。 
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（退寮） 
第14条 退寮についての規定は次項のとおりとする。 

１． 期間を満了せずに退寮を希望する者は、退寮希望日の 1 ヵ月前までに退寮願を管
理者に提出し、その承認を受けなければならない。 

２． 退寮の承認を受けた場合は、退寮承認日から 7 日以内に退寮しなければならな
い。 

３． 退寮する場合、いかなる場合も納金を返金しない。 
４． 第 20 条に定める退寮時の点検を受けなければならない。 

 
第15条 入寮者が次項の一つでも該当する場合は、管理責任者は退寮を命じるものとする。 

１． 本学学生の身分を失ったとき。 
２． 第 11 条に定める入寮期間を超えたとき。 
３． 3 ヵ月以上寮費又は第 21条に定める経費の納入を怠ったとき。 
４． 本学生寮規則を遵守せず、管理責任者が退寮の必要性を認めたとき。 
５． 疾病その他の事由により保健衛生上、寮生活に支障が生じた際、本学は学生を保

証人の元に帰すが、回復が見込まれないとき。 
６． 学生寮において第 16 条における迷惑行為があったとき。 
７． 学生寮において第 17 条における管理業務を怠ったとき。 

 
（迷惑行為） 
第16条 入寮者は管理者、他の入寮者及び近隣居住者に迷惑のかかる以下の行為を行って

はならない。 
１． 銃刀法や薬物関連法等、法令等に反するもの（鉄砲、刀剣類等）又は爆発性、発

火性を有する危険物を製造又は保管すること。 
２． 学生寮の建物、設備及び備品（配水管等を含む）を腐食又は毀損させる恐れのあ

る液体等を使用又は保管すること。 
３． 反社会的集団への加入・関係者の出入り、政治、思想、宗教活動。 
４． 学生寮内での商業行為、又は、これに類すること。 
５． ビラ、パンフレット等の印刷物の配布及び掲示。 
６． 学生寮内での動画の撮影、動画配信（YouTube、17LIVE、Tiktok、インスタライ

ブ他）。 
７． 暴力行為及び賭博行為。 
８． 学生寮内及び周辺での喫煙（加熱式たばこ等を含む）及び吸い殻等を放置する行

為。 
９． 強制飲酒や喫煙（加熱式たばこ等を含む）・飲食などを強要する行為。 

１０． 他人の迷惑となる音量でのオーディオ機器の使用、楽器演奏を行うなどの騒音行
為。 

１１． 階段の昇降、扉の開閉、廊下での立ち話、居室内での話し声等に配慮せず、他の
入寮者に対し迷惑となる行為。 

１２． 本学生を含む入寮者以外の者を許可なく寮内に立ち入らせること。 
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１３． 本学生を含む入寮者以外の者、家族の宿泊。 
１４． 入寮者間の居室訪問。 
１５． 他の入寮者に対する不適切な行為及び迷惑行為。 
１６． 他の入寮者及び近隣居住者に迷惑がかかると管理者が判断した行為。 
１７． テレビ、電子レンジ、冷蔵庫等大型家電を持ち込むこと。 
１８． 学生寮においてガス器具、石油ストーブ、その他火気の使用。 
１９． 犬、猫その他小動物・魚等のペットの飼育。 
２０． ベランダ、階段・玄関ホール等共有スペースへの物品の残置及び設置、ごみを放

置する行為。 
２１． 共有スペース（廊下、自習室等）の電源を使用すること。 
２２． 学生寮の建物、設備、居室内の改造行為。 
２３． 学生寮の設備・備品等の器物及び建物等を故意に破損あるいはそれらの効力を消

失あるいは低下させる行為。 
 

（管理業務） 
第17条 入寮者は以下の管理項目を遵守する義務を負う。 

１. 居室を不在にする場合は、必ず施錠をすること。万一、居室内での盗難、個人所
有物の破損があっても、管理者はその責任を負わない。 

２. 居室内の清掃を行い、清潔に保つとともに整理整頓を心掛けること。 
３. 居住環境の維持として定期的に配布される排水口洗浄剤、洗濯槽洗剤を使用し、

指定された期間内に清掃をすること。 
４. ベランダ排水溝の詰まり除去のため、職員立ち合いのもと、清掃員が各居室に立

ち入ることがある。 
５. 日常のごみの処理については自治体のルールに従い、種類別に分別を行い指定す

る場所に出すこと。 
６. 電化製品や処分が有料な粗大ごみは入寮者が費用を負担すること。 
７. 共有物（電子レンジ、掃除機）は使用後清掃・片付けを行い、次の使用者が気持

ちよく使用できるようにすること。 
８. 許可なく共有スペースに私物を残置した場合、管理者の判断で私物を移動又は廃

棄する場合がある。 
９. 居室及び共有スペースに置いてある家具、電化製品等の使用に際しては丁寧に扱

い、万一故障したら速やかに管理者に報告すること。故意に壊したと認められ、
その原状回復に必要な経費が入館費を超えた場合、その費用は入寮者が負担する。 

１０. 居室の電球・電池・トイレットペーパー等の消耗品は入寮者の負担で交換する。 
１１. 休日以外の室内待機は認めない。ただし、体調不良の理由による欠席は必ず管理

者もしくは教室職員に連絡し、承認を得ること。 
１２. 体調不良による長期欠席の場合、一旦保証人の元に帰し、治療に専念するものと

する。 
１３. 自転車には施錠を必ず行い、盗難に注意すること。万一盗難や破損等があっても

管理者はその責任を負わない。また、決められた場所に駐輪すること。 
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（施設、設備保全の義務） 
第18条 入寮者は、居室・居室内の設備・備品、共有の設備・備品等、学生寮の施設を保全

し、保健衛生及び災害防止に努め、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならな
い。 

１．施設設備、備品等に不具合が生じた場合、速やかに管理者へ報告すること。 
２．故意又は過失により施設設備等を滅失、損傷又は汚損したときは、その原状回復

に必要な経費が入館費を超えた場合、その費用を弁償する。 
３．防火管理、保健衛生管理、災害防止、その他学生寮の管理運営に必要な事項につ

いては、本学の指示に従い、積極的に協力すること。 
４．鍵は各自の責任で管理・保管すること。万一、鍵の紛失・破損の場合は、速やか

に管理者に報告すること。交換、紛失となった場合、それぞれ費用が発生する。 
・シリンダーキーの再発行 5,000 円 
・カードキー再発行 3,000円 

５．緊急時、又は管理保全のため原則入寮者の許可を得て、管理者又は職員が居室に
立ち入ることがある。 

６．管理者又は職員は、火災・地震等の災害時や事件・事故等の緊急時、必要と認め
られる場合、入寮者が不在であっても居室内に立ち入ることがある。 

 
（自習室の利用） 
第19条 自習室の利用は次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

１. 利用時間：平日 放課後～、休日 終日利用可能とする。 
２. 利用時間はひとり 3 時間まで。3時間以上利用したい場合は、再度自習室利用

表に記載。再利用者は、1 時間空けてから利用すること。 
３. 別紙１「自習室利用マニュアル」に則って利用すること。 

 
（退寮時等の居室の点検） 
第20条 入寮者は、退寮及び居室の変更に際し、居室及び居室内の備品、設備について管理

者の指定する者の点検を受け、その指示に従わなければならない。 
 
（寮費及び経費） 
第21条 寮費及び経費については次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

１．入寮者は定められた額の寮費を、所定の期日までに本学に納入しなければならな 
い。 

２．寮費は 3ヵ月ごとに納入し、途中退寮であっても納入した寮費は返金しない。 
３．使用した電気代は入寮後、年 2 回（入寮～10 月、11 月～2 月）実費請求に従って 

期日までに納入しなければならない。 
４． 寮食を食べないときは、必ず申し出ること。例え寮食をとらないことがあっても、

食費の返金はしない。 
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（庶務） 
第22条 学生寮の見学、運営に関する問い合わせは川越教室、寮費、お申込みに関する問い

合わせは本部事務において処理する。 
 
（新型コロナウイルス感染防止対策） 
第23条 新型コロナウイルス感染防止対策として、「新型コロナウイルス感染防止対策に関

する特別運営規則」を定める。別紙２ 
 
（雑則） 
第24条 この規則に定めるもののほか、学生寮の管理運営に関し必要な事項は、管理責任者

が判断するものとする。 
 
附則 
この規則は、2023年 4月 1日から施行し、2023 年 4月 20 日から適用する。 

 


